
各種の給餌方法が飼料要求率と管理労力に及ぼす影響  

忙ついて（第1報）  

大橋昭也  小林茂  井上正  塵工大学  

緒 言   

当場では，く．1年、‥もヨ年にわたり，流劾銅料の給餌技術把ついてその適正加水倍峯およ  

び消化峯托らび忙機械拾糾漉ついて研究を行ない，はゞその捜術を確堰したが，今後の程∃越  

点として残された大型琵或は，雄和豚の軒働膏旺おけろ給餌唱黒と，飼料夢双牽との馳迎を追  

究するため忙，肉豚の反応K著Lく影塗したい靂匿旺給餌日没をおさえて，飼料の量的な制  

腺給餌の限界を明らか托すろととも忙，転科の給与匝l敢や形状などとの幽連K翠いて最も効  

葦的な給餌技術を確立するために本式敗を突施した。   

1．適正絵島年目岩の設葦忙関する軌範   

11）鼠ノ負方浸：  

ア 供試Ⅰ玖とわ．周  

併読棟は中ヨー∵クシヤー確雌とランドレース押雑の交配種で4扱から，15頭を供  

試し菜1一－‖け）ように8風化i妃介した。，試旭川聞は，童に絹「lヰ4年1P月24計許平均  

体逓約20短から錮雛L，む牢乎均体鬼g oわ到適時をもつで試笹薮を終了した。  

泰1－｝「＝ 供試涙クつ配分  

A  2   Å  包   A  3   A  4   ユF 均   

去勢雄   去勢旅   去勢抹   聴  体 二進   

多 壷 区   15■5たg   19．0   Z之．0   28．0   25．0  ZO．Q毎   

中間荒区   2畠．0   14．．5   乞l．0   25．q   19．0   2口7   

少 三誌l茎   19．n   22，0   17・0   R5．5   2∩，5   ZO．8   

イ 拾考應湘悔よび一般管二陛  

漬科ほ仮寝肉精力棉定挿料を埼丸、，表1－（2）忙示す給餌日量把より，ヰ0極までは  

1日笥凶，4…縄目嘩は1日2恒‖て分与Lた。なお，108ガの側方併発西里振房に   

一一群5璃の紳壇とし，一般管酌ま，当場の憤行把経つで行なった。   



襲1－（2）捨糾口蓋  

体  遺   多 量 区  中間鷹区   少 蟄 区  備 考   

拍娩止り＝巧末梢   1・2 毎  】．・1たク l▲㌫  検定1号   

2 2  一－2 4   1．ろ  1．2  1．ま  

Z・妄  、ゾ2（i   1．ヰ  1．さ   1．2  

2 G ・一之 9   1．5  l．4  1．a  

2 Q  ～B 2   1．6  1．5  1．・ゝ  

8 已  ～8 5   1▲7   1・6 l・5  

3 5  ～3 R   l．8   1．7  l．6  

＄8 、与1   1．9   仁8  1・？  

与1 －一冬 ヰ   2．0   】・Q  1・8  

ヰ も  ーヰ 7   2．1   2口  
l  

＝  

一ん7 ・－5 口   注2  2，1  2．0  

5 0  ■－5 汚   2．2  2．1   雉雫8号   

5 賃  一一5（l   乱5  2．3  2．2  

5 6  一－5 q   え．6   2．4  之．2  

5 g  一－6 2   2、7   2－5   
J   

え．2  

6 2  －－6 5   8．8   曳．6   2．2  

6 5  へ－・6 吊   2．Q  r  2．7  乞．芝  

8 日  －〉71   3．口   芝．7   2．z  

71 一－7 6   a．1  
l   望．ワ  2．是  

7 tう  、・さl   3．2   2．7   色一2  

81 ～8 5   3．B   党．7   2．已  

8 5  一－9 0   3．4   之．7   2．a  

12）試ご言真の轄果と考察  

了 夜食媚児と†運駁状態  

杭食状況は試鳥軒榊中を沌Lて何れも鮭構であり，多豊区，削岩は値の之掛てつい  

では，ノ町紙成育をみたものと考えられろが，少∴「区については大帳主に発育の遅れを  

みた。  

なお，誤威擁始1週間後に少㌣星口5卑脱化無菌がみられたか3～3日で阻改し，  

その後は・；汗！れも町潮に婚麿Lた。  

－a8－－．   



イ ヲ邑 膏  

発育成績は表ユ、13恢示すとおりであった。  

乗1－（3卜 発育成額  

所  ご姿  日 ，数・  1日 平均増体立  
区分  

前 場   後 州   全親閲   前 期   後 期   合邦聞  

？口臼   多選・区  5q日  119日  ・■ig4土58．口g  677土】．14▲之g  58¢土72・2g  

中間豊区  朽 2   6 8   1a ロ  478士8魂．g  58古土 7B．2  584土74．6  

少嘉区  6 Q   8 5   15 4  一＝＝d＝72．9  ∫ふ70士 61ユ  ・＝将士椚．0  

すなわち，酌i胡ふ後期を通じて多i呈：区が救も毎：れでおり，所璽日放で，中蘭ニヒ＝吏ー茎ほ   

11日，4号l医iミ3 5日それぞれ多投区托比べて，発育の遅延を来たLており，従つ  

で，この机の1E渾均増休載では：粥工区の586gついで中闇上底の534gと托つ  

でおり，少漁区については，もふ9きと，かなりの嘉が見受けられ，共分取分析の結  

果，葬1、相に示すとおり，給餌臼主ユ忙よる婁跡て有葦の差を認めた√．  

喪1～（4）ノ 分■数分折衷  

回師からの偏差  
変  動  凶   よ：（2  ユ‘ⅩY  よ’Y2  

f．ヂ2  平均平方  
y・X   

全  体  14t  77．a［汚．q・呈1  トワ．187．7i′  ぢ4．：ZgOg，ゝ   

給 餌 日 子托   †  1：う．6（弓4し5・≠  鋸i，さ48．54  r）ウ．04．8．g・・ふ  

艇   4  ▲川．370．之7  ヰ6，03774●  65．1已0．94   

誤  差   7 11．＼＝・9．（j5  1．57汚J＝ミ  

処理 ＋誤差  10  31）．938．67  ‘11ユ5【〕山0  119．170．00  豆「H．・538．ヰ2   

修正可と均検定のたゆ  已 53．うきS．17   26．6叫，23   

f’コど6．昏Q4．鼓3／】．57ろ．5（う＝いi．gl  上「l）1吋ノ．55   

ウ 的斜の消′村翫および婁求塞   

埴科の浦項顆潤服㍉索1－一和佐示すとおりであり，多て：櫨と中勅t区のEi3には；殆   

んど凄かなかったが少圭ミ：j亘は発育遅延の賃硝主をうけてやゝ多くを婁Lていろ。   



泰1～押 飼料消費琉および細ごl製氷率  

前  期  後  期  全  期  間  
区 分  
消費君  ・要求率   1日平均  

画料消貸蔓   損料消弊害   1日平均   消炎七  襲求賽  1日平均   消簸豊  饗求審   由料消郷1た   

ヂ多づ封夏  り9▼7辱  8．35   1．6Q．極  178．1晦  ヰ．S5   2．臼4毎  275・8たシ  S．9¢   2．31辱   

ヰ・伍】  
こ琵区  9，9．9   3．さ6   1．β1   175．6   4．42   乏．58   275．5   3．9ワ   2．11   

少こ恩区  1〔I5．3   3．ポロ   1．53   187．7   ヰ．65   2．已1   2g3．8   ヰ．己5   1．QO  

すなわち，多iモ区の1針平均飼料消明美は「肉豚の日本訊牽標準」（旗科所掌祭   

266ね：同婁求率3．R：所嬰日赦113日：1日平均局料消喪皇乏．358塙）に近   

い基準崩となっていろが，中糧1志士区ではほゞ109♭低く，また，少吾区では30野低   

くなっており，この繚果中間捨区では，i由】料所憂紘主や，婁求孝三吃影恕が認められなか   

ったが，20％滅の少告区についでほ，L昔斗の給餌別語を菊しく制限した摘果飼料贋   

栄泰の：噌大を揮いたものと考えられろ。   

り 鹿体調香・成掛  

肥育試誹紆了後各区から雌1鵠・去勢錐1頭を常法忙従って，勝綬解体して調香し  

た叫紫は表1－甘卜照1に示すとおりであった。  

妄1－－㈲ 脂肪屑の博さ  

背 部 脂 肪  庶 部 脂 肪  
区  分  

カ タ   －ヒ   コ i／   平 均   前   中   後   平 均   

多 士享：区   1．1c后   2．ヰC爪   2．8（m   之．1仇   汚．る仰‘  ．2．a仇   B．n cm   2．り（珊   

ヰ憮闇虔   1．ヰ   1．7   3．2   21   ■ 8．8   2．2   31   B．（1   

β＞貴区   1．0   1．5   2．2   l．5   a．5   1．9   2．7   2．7   

すなわち，背肘仰の厚さ忙ついてをミ，少・1・モ区が1＿5珊と慮もうすく，多嘉区，中間  

モ区はともに2▲1c爪となり，酢二川旨抑てついでも少量区か混もうすかった。  

表1、一冊 魚体洩・堰雁  

絶食  背 牌 艮  と  ロ ース  大割肉片の割合  
且  
体重   こ   3  体幅  

多：拍区  香8．り克  β口．7毎  68．4％  Q3．ろm  79．α：爪  ぐ拍．8  5l．加  汚2▲帥  1く一．7仇  1B  ろ1．ロワら  86．P繁  3号．g％   

中F邑 套妻：区  8＄．n  57芝  66．5  0．1   76．5   6（う．7  50．7  8a，0  15．2  1ヰ．8  al】β   37・4   31．7   

少子モ区  85．2  575  67．5  0，2   7n．5   6巧．5  5（l．ヰ  賃ブワ   1！）・7  lワ・2  li2．G   ：う5．1  3け．9   

＝■85一   



また，解任各部の良さや帳忙ついでは，各区とも差がなかったがロ叫■スの断面屑礁  

ついては，少や区の172正が東も太く，ついで中聞領区0多鷺侶の順に拙くなって  

おり，発育避寒との蘭連も考えられろが，調華敬も少ないので，今後の軒討が必婁で   

あろ。  

蒸1－・（B〉 枝肉賀の評価  

得  点  率  
区  分  

一般外凱  内   兜  脂   肪   摺   脇   腹  背   腰   腿   

多 立と 区   7 7   7 9   8 2   7 7   7（‡   7 6   ワ 9   

中間章1ざ：区   7 7  ・ 81   8 2   8 0   7 8   ワ 8   7 6   

少 ゴ「．i区   づ4   7 9   81   7 5   ？8   7 3   7 嶺  

扱肉の仕上り状態忙ついては，多量区一中間‡二打茎K較べて，少盤区が劣っており，   

崗料の極度の制限忙よる烏城と考えられろ。  

13†製 約   

大型．種栗・よび艇種献の群㍍詔忙おけろ撞二榊乳性や内田の紅から，校も梨房雄折扇や研   

日1．▼（節分亘一行）な知ろため忙盤内能力極琵崩斗の大型干巧去⊆準やを多二§！：区とし，中細   

嶺区・少畠区陀ついては卜肘掛和一′！Jを大弛程娃碑のl－▼2段落  さら忙肥育佼撞匿っ  

いては，中1言け∴区乙ミ，65極以降，少隼区把ついては56紬以降それぞれ太偏庇牒枇し  

た囁合の肇肉性紅及はす影顧について．科挙した結果を報約すればつぎのとおりである。  

ア 絆平均法口吻から同q o極に喫する日数は多賓甥∴し19日，月利廿染怪13n日，少   

i：l茎15¢日とたり，給餌日責：の義ンが発育凍曜に明らかに紗∴・二リノた。  

イ 試東掛華中のi日5－ノ・均車鉾柑削針津は孝七酸＝ろ1吻㌧中・軒堅バ．11艇y，′如・とl茎は   

］．．9n頓と巧ゾ）多ヰ：ヒ区を1n oとLた指数対放で中開量区はql，少；三沌律いぺと   

なり，この特発中閻土ヒ区でほg頑キ所竣J．トや撃凍寒忙影冬：ノが言桝）られなかつたが，少封   

区忙ついでは，給餌日うtを苦しく制限した捧果康料経済上損失を掛、た。   

り 皮下牌肪の沈着やロースの折節㈲底ついては少∑泌が優れていたが，枝肉の一般的   

仕上り状態についでは，多層区，中勘粛亘忙比べで劣り，また中間憲喀と多∴∴区との   

比較でほあまり差が訝められなかった。   

以上の鱗果は「肉豚の口太rこ埴標準忙髄する研究」や軸5．B段林水村支節会読摘）に   

おけろ㌻・与発とほゞ合致しており，今後は，大郷頚或は大捜椅司の紺朽忙ついて，本式   

三宅忙おける中間嶺堰以上の檎与覧での枚肘がノ∠、喫であモ，。   



之．各村瀬畑帖・！忙よる肥育試験   

（‖ 試傾方法  

ア 供試紡と針闘  

供京阪は，中ヨークシャー揮雌と，ランドレース種飽の交配種で4晩から已0頭を  

供試L．泰2－（1）のよう忙ヰ区吃配分した。  

試減損周は昭和44年10月．Zふ日ナ群鵜均払亜約z o桓から組結しト絆平均他意  

90んタ到達時をもって武門を終了した。  

去＝ユー（＝ 供試娠のl克升  

モご性   A  l   ∴  1   A   2   A   3   A4   平 均   

去勢鮮   甑   糎   去比   嘩   仕憂   

対  照  区   1β．5たダ   21，5毎   17・5んタ  芝8．口幅   】 9．∩軸   80．5毎   

1日ill娼給餌圧   18．0   2 2．0   】．8．0   21．5   Z O．5   2 0．0   

7日自1日節約区   lg．0   18．0   2 R．5   21．5   8 2．5   1q．0   

流壷蟻淋斗l笈   16．5  ■ Z 4．5   2 汽，n   19．0   1（〉．0   Zo．ヰ  

イ 給一与厨料と押鮪方法ならび忙一坂管理  

用科は似褒肉能力検短顔料を用いて，対照区は40極まで1日3垣l，一－0毎以降1  

日℃桓鶴沌ヰ，1日わ1回診師宣は，40励まで1日2回ヰ0ん9以降1日1恒＝てそれぞ  

れ分一与・し，またバ軌劫摘料区陀ついては，40晦まで1日8回如魯，40桓以降さ倍  

加水流崩壷渾沌1r］B【即今餌とL，これらの給餌日ぶは，表1－（2I忙示した中間娘店  

を与えた。  

なお，Skip a day 区忙ついてほ，4ロんヅまで不断給駒とし，40毎以降6日  

樗卜不断給餌とし，7巨＝］佗1日の働掛を行なつた。供就豚舎ほ，10．8れ’の御方排糞  

所塾豚蔚忙1群5粥の群鏑とし，一般繁華は当鳩の慣行把従って行なつた。   

ほl言札誘の緯果と考擦  

了 探食状況と健康状態  

採食状況ほ，武諌諺j相中を通じて極めて旺盛であったが，対照区B O号蔽忙ついて  

は，11月＿ヒ旬に左前陀の局糾的な化暖のため切開手術を施したため約已薫間忙わた  

り発育の遅延をみたがその後ほ，順調に抵移した。   



イ 発 育   

発語成頗は東芝－t2）鱒示すとおりでみを？  

表2－（2）ざ莞育成1醜  

所 要 日 数  1日 平準増体菱  
区  分  

前 期  後 郎  全粧閣   前  期   後 ㌻  i明   全 期一璃   

対 照 区   6 7E   ワ 6日  14 3  448士87・0■丁  52富±4g・Bg  485土日1▲8g   

1日盤1恒給餌区   81   7 7   1a 8   ヰ98土22．8  518土さ4．1   509±18．0   

7日目1団野嗣区   51   6 5   11（l   59ヰ土75．0   82日±37・5   61【I土51．8   

流動転科区   5 q   6 8   12 7   503士51．8   5 82土55・1   5ヰ¢士70．0  

すなわち，所賓日数では7日臼1日新鮮区が118日と穀も短かくついで，流動繭  

料区，1月套モ1垣廠鰍亘となり，対照区が148日と蘇も多くを要L，この偶の1日  

平均増体重でも，それぞれ何様に810g，546g，509g，485 と各区脛  

に．かなりの差が見受けられたが，分散分析の法果は，給餌渚の傾国について有裔轟が  

認められなかった。  

蓑2－（3）分散分析表  

変   動   困   f   ズⅩ．9   gxy   

体二  予Q   124，3¢B．2   71．1n込．4  101）．168．5   

給．■解  法      8   5S．5Z9．8  ■iO．7r）60  38．155・75   

／ 3ヰ．627・7   6．朽15．4   8，7Q5．8   

処理＋誤兼  

修正率埠検定わため   3 9．机ほ．60ろ31三ろ．8¢   

f』き冶12．86／3．188．03＝川3  f，∩5 ＝ 乱らQ   

ク 厨料の消栗．寵額よび要求妥   

細こ斗の消乳状況は，暴挙14糎示すとおり、であり，全期間でほ，流功仁祈キ区が最  

も少年く，つ．～！セ7如自鱒鱒勘1日要1回紛糾茎の脛把良く緋娼が最も多くを  
1  

賀した。  

＋
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1
 
 

88－   



恭一2－棚 顔料消費貰および錘料要求率  

前  期  後  期  全 期 間    1日平均  
区  分  

対  照  区   108．飢辱  3．65  1り軋8毎  ヰ．さヰ  305▲4擁  4．39   2，1‡～5毎   

1日曳1回船糾区   99．B  8．26  1呵．2  ヰ．0g  298．5  4．25   2．1βろ   

7日臼1［＝研鞘茎   1（）8．口  8．58  1如．6  ふ＿61  agも．6    ヰ．17  え．5BQ   

流動鍼料区   95．β  B．2l  176．5  4L46  乞72．1    8．93  2．142  

このように詞料贅双務についても同様の頓向忙あり，準忙Skip 8 day 区につ   

いては，今後の省力的な赤銅q技術の一方法とLで実梢性忙明るい見通Lを得たものと  

・考えられる。  

なお，各区とも釣料襲来塞が高いが，これは造伝的梨園忙よもものと思われる。   

エ 磨体調査戒郷  

肥育試験終了後各僅から2索を厨穀・解体Lて常法化従って綱杏Lノた密果は泰2－  

一別～仰忙示すとおりであった。  

舞2－（5）脂肪層の厚さ  

背 部 肘 肪  ＝畠5 月旨 肪  
区  分  

カ タ  セ  コ  シ  乎・均  部  牽   後  平 均   

対  照  区   B．3c爪  1．6cⅥ  包．8α柁  寧・ヰC硯  1．  Cm  f＿7m  29ご卯  1．0爪   

1日去；：1回給餌区   3．1   1．8  2．4  琴∴4  1．〔  ヨ  1．7  2．名  1．7   

7日自1釧柿餅区   3．9  乏．1  2．9  3．0  1．土   2．4  2．7  2．0   

醗勃鏑料区   3．7  2．1  2，7  2．8  1．1   1．8  8．1  2．∩  

す′〔わち，背肝肪の膵さ忙ついては，階耕時俺克との鵬迎もあろが，対照区，1日  

革1固給餌区托比べて，ワ日月1日新明区はやゝ厚かった。   

表2～帽l属・怯剰蜃個  

ーB9－   



また犀体各耶町民さや隔忙ついてほ，各区とも大差かなかったカ！ロースの印面積吃  

っいてほ7日目1日斯即区と許動詞困区は他の2一夏と比べて掛かったか，この原因吃  

ついては調査頭数が少ないため，今後の頑討を現するⅥ  

泰2～（7）枝肉紫の評価  

得  点  寒  
区  分  一般  

内 野【   脂 肪   肩   脇 腹   葦 腿   鰻   外観  
対  照  区   8q   80   82   ＄2   81   81   7 巨l   

1日震1匝ほ金剛基   7 8   8ヱ   83   80   ワ g   7 8   77   

7日日1日断糾区   ワ7   81   R2   7さ   ワ8   7 6   7fi   

流空木㌫料区   7ノも   7 8   8（1   74   て バ   7 5   7 3  

枚匪；の一般的仕上り秋鹿浜ついでは対胴茎が＃さも似れついで1日骨一1也】蕾む接，7  

日日11ヨ翫楓夏，り酎助長埴一区の臍に劣っていた。   

（3）棄約  

闊料の綿・与板け攻や形状との操j逓忙おいで按も勃発的な給餌落をみいだすため忙1■日2   

－さ匝憺開忙よる剛胆給間接を対照区とし，1日貴1脚給餌区．7日日1日怖珊gなら  

び忙当場陀おいで技術の血撮を鞍討したa倍加水力緩劫ふ可科医二K区分Lて，大々その庭内  

二 性陀及はす影箪厄ついで禦弄Lた結果を螢糾すれはつぎのとぶりである。   

7 絆平均20如から同9n柘托せすも日五姓よ，7E＝1日押i糾茎が11¢日と雌も短  

かくついで流油壷料区のt27日，1［批1側路制帽戒13告日，対姐去14・5日の  

脚であった。   

イ 試儲搬間中の加科消費跡ま推三相料区の乞72▼l転が膿も少なく，ついで7叩1   

日断御玉，1日喜≧・1恒鞭餌区。対照区の購忙多くな婁Lており，従？て⊥、仰魂乗車に   

ついては船舶司科区が弾も低かったが紛（射き与区欄の比較モほ，7日巨1日締梱きが  

‘低か旺低く粉色幡J〒忙おける省加〕な紛糾抜とLそその尖片津と忙明ちい見撞じを碑た  

ものと考えられろ。   

ク 内兜忙ついてろま，断研区が対鮒裳や，1巨］針1由熟せ接と比べて劣つでいたが，こ   

れら隼つナ、ては獅緋掴合体義やその鞋偏との舶迎忙おいで・さら忙ゴ阜試」加持の必婁が  

あち。   


